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右
肩
下
が
り
の
文
字

角　

田　

健　

一
（
大　

壤
）

K
enichi

（T
aijyo

）T
sunoda

　

か
ね
て
か
ら
、
右
肩
下
が
り
結
体
を
持
つ
文
字
は
い
か
に
し
て
発
生
す
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
疑
問
に
感
じ
常
々
潜
考
し
て
き
た
。
こ
の
疑
問
の
出
発
点
は
現

存
す
る
先
秦
以
前
の
文
字
に
右
肩
下
が
り
の
文
字
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
一
方
で
西
周
金
文
の
「
散
氏
盤
」
が
右
肩
下
が
り
の
体
で
あ
っ
た
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
。「
散
氏
盤
」
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
重
器
だ
が
、
こ
の
右
下

が
り
の
体
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
左
手
説
が
根
強
い
中
、

拙
論
「
散
氏
盤
の
特
殊
性
を
再
考
す
る
」（『
大
東
書
学
』
13
号
）
で
、
こ
の
説

に
若
干
の
問
題
提
起
を
し
て
き
た
が
、
漠
然
と
し
た
推
論
を
述
べ
る
に
留
ま
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
書
道
史
上
を
眺
め
て
み
て
も
右
肩
下
が
り
の
結
体
を

持
つ
文
字
が
あ
ま
り
に
も
僅
少
で
、
そ
の
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が
困
難
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
や
や
時
間
を
経
て
、
先
秦
を
含
む
漢
代
以
前
の
右
肩
下
が
り
の
体

の
一
つ
の
要
因
と
し
て
「
草
率
」
と
の
関
連
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、「
銀
雀
山
漢
簡
」
で
あ
る
。

　

銀
雀
山
漢
簡
は
前
漢
武
帝
、
元
光
元
年
（
Ｂ
Ｃ
一
三
四
年
）
の
前
漢
の
木
竹

簡
群
で
あ
る
。
出
土
は
一
九
七
三
年
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
書
籍
で
あ
っ
た
。

『
孫
子
』
を
は
じ
め
と
し
、
そ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
と
関
係
の
深
い
内
容
の
簡
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
書
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
簡
が
出
土
し
注
目
を
あ
つ
め
た
。

未
公
開
の
簡
も
あ
る
が
、
主
な
専
著
に
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』（
文
物
出
版
社
）

が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
を
網
羅
し
て
い
る
。
な
お
『
簡
牘
名
蹟
選
11
』（
二
玄

社
）
に
未
収
録
の
簡
を
一
部
に
収
録
し
て
い
る
と
あ
る
が
、
指
定
の
簡
は
い
ず

れ
も
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
28
頁
─
29
頁
→
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』
所
収
№
九
〇
〇
）（
30
頁
→

『
同
［
壹
］』
所
収
№
九
一
一
）

　

書
法
的
側
面
で
み
れ
ば
、
内
容
が
右
の
よ
う
な
書
籍
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

原
則
的
に
は
慎
重
か
つ
丁
寧
に
書
か
れ
た
簡
が
多
い
。
西
林
昭
一
氏
は
以
下
の

よ
う
に
書
風
を
三
分
類
す
る
。

　
　

�

書
体
は
隷
書
。
た
だ
し
書
き
手
は
複
数
で
あ
る
。
や
や
肉
厚
で
闊
達
な
②
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（
孫
臏
）、
少
し
く
改
っ
た
気
味
で
斉
整
な
①
（
孫
子
）・
⑥
（
晏
子
春
秋
）、

右
肩
下
が
り
気
味
で
章
草
風
の
点
画
も
ま
じ
え
る
③
（
六
韜
）・
⑤
（
管

子
）・
⑦
（
墨
子
）
が
あ
る
。（
前
掲
『
簡
牘
名
蹟
選
11
』
70
頁
）
※
（　

）

内
は
稿
者
補
足

　

ま
た
張
会
「
銀
雀
山
漢
簡
字
形
与
漢
字
発
展
源
流
論
」（『
古
漢
語
研
究
』
二

〇
一
〇
・
第
二
期
）
は
「
書
体
は
規
整
と
草
率
の
二
類
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

張
氏
の
分
類
に
補
足
す
る
な
ら
ば
、
や
や
右
上
が
り
の
結
体
を
要
す
る
簡
と
右

下
が
り
の
結
体
を
要
す
る
簡
の
二
種
で
あ
る
。『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』
所

収
の
『
孫
臏
』、『
晏
子
春
秋
』、『
尉
繚
子
』
に
お
け
る
簡
（
Ａ
）
は
、
や
や
右

上
が
り
の
結
体
で
字
形
も
整
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
『
六
韜
』、『
守
法
守
令
等

十
三
篇
』
の
簡
（
Ｂ
）
は
極
端
に
右
下
が
り
の
結
体
で
、
か
つ
草
率
で
あ
る
。

今
挙
げ
た
二
種
は
比
較
す
る
と
根
本
か
ら
書
き
ぶ
り
が
異
な
る
。

　

と
り
わ
け
「
銀
雀
山
漢
簡
」
の
文
字
資
料
は
、
書
体
変
遷
上
の
考
察
に
一
部

取
り
上
げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
そ
の
書
体
に
焦
点
を
当
て
る
先
行
論
文

は
決
し
て
多
く
な
い
。
た
だ
殊
に
興
味
深
い
の
は
、
極
め
て
近
い
時
期
に
こ
れ

ら
二
種
の
書
き
ぶ
り
が
混
在
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
前
者
（
Ａ
）
の
簡
は
比
較

的
こ
の
時
期
の
漢
簡
に
類
似
し
た
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、（
Ｂ
）
の

類
は
多
く
は
み
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
二
類
は
同
じ
一
号
墓
か
ら
出
土
し
、
共
に
内
容
が
書
籍
と
い
う
条
件
下

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
異
な
っ
た
書
き
ぶ
り
の
混
在
は
、
少
な
く
と
も

同
時
に
二
種
の
書
体
・
書
風
が
流
通
し
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ

う
。

　

今
、
簡
単
に
思
い
つ
く
右
下
が
り
の
結
体
を
有
す
る
書
跡
を
挙
げ
得
れ
ば
、

「
里
耶
秦
簡
」、「
謝
家
橋
前
漢
」、「
虎
渓
山
前
漢
簡
」
な
ど
あ
る
が
、
例
え
ば

「
月
（
肉
）」
部
の
横
画
は
総
じ
て
点
状
化
が
見
ら
れ
、
早
書
き
・
草
率
の
共
通

点
が
あ
る
。
図
版
の
「
里
耶
秦
簡
」
は
比
較
的
丁
寧
に
書
か
れ
た
簡
と
、
そ
う

で
な
い
簡
を
各
々
取
り
上
げ
た
が
、
丁
寧
に
書
か
れ
た
①
の
簡
は
、
②
の
簡
よ

り
も
水
平
が
意
識
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
「
月
（
肉
）」
部
に
限
ら
ず
草
率
の
風

が
散
見
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
「
銀
雀
山
漢
簡
」
の
右
肩
上
が
り
の
結
体
を
持
つ

（
Ａ
）
類
に
は
こ
の
種
の
点
状
化
は
一
切
見
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
例
え

ば
「
也
」
字
の
よ
う
に
（
Ａ
）（
Ｂ
）
そ
れ
ぞ
れ
で
文
字
構
造
そ
の
も
の
が
異

な
る
文
字
も
あ
る
。

「
里
耶
秦
簡
」
①

「
里
耶
秦
簡
」
②
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「
謝
家
橋
前
漢
」

「
虎
渓
山
前
漢
簡
」

「
銀
雀
山
漢
簡
」「
也
」
字

　
　
　
　
　
　

※
右
肩
上
が
り
の
体
（
右
）
と
右
肩
下
が
り
の
体
（
左
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
銀
雀
山
漢
簡
文
字
篇
』
よ
り
転
載

　

前
掲
「
散
氏
盤
の
特
殊
性
を
再
考
す
る
」
で
は
、「
散
氏
盤
」
の
右
肩
下
が

り
の
原
因
と
し
て
日
常
書
写
体
の
影
響
を
挙
げ
た
。
そ
の
時
点
で
は
具
体
性
に

乏
し
か
っ
た
が
、
右
の
如
く
「
草
率
」
な
肉
筆
文
字
と
の
整
合
性
に
よ
っ
て
一

端
の
根
拠
に
は
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
西
周
と
は
時
代
差
が
あ
り
、
極
論

と
し
て
は
や
や
弱
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
楷
書
を
知
ら
ぬ
古
代
人
の
日
常
書

写
に
現
れ
る
右
肩
下
が
り
の
体
は
草
率
、
早
書
き
の
際
に
現
れ
る
一
種
の
風
に

は
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

現
在
私
た
ち
は
、
一
般
的
に
は
横
画
の
右
上
が
り
が
一
定
以
上
強
く
な
る
と
、

草
率
や
粗
雑
な
イ
メ
ー
ジ
も
強
く
感
じ
る
者
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
日

頃
か
ら
楷
書
や
行
書
を
書
き
、
書
類
の
多
く
が
活
字
で
水
平
で
あ
る
こ
と
に
も

起
因
し
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
古
代
人
と
我
々
現
代
人
と
の
感
覚
差
は
計

り
知
れ
な
い
。

　

ま
た
右
肩
下
が
り
の
体
の
出
現
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
書
写
環
境
や
書
写
方

法
が
影
響
し
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

稚
作
は
、
普
段
使
い
な
れ
た
道
具
を
使
用
し
「
銀
雀
山
漢
簡
」
の
右
肩
下
が

り
の
簡
の
特
徴
を
取
り
入
れ
た
。
な
る
べ
く
こ
の
簡
の
持
つ
要
素
を
排
除
せ
ず
、

作
品
と
し
て
ま
と
め
た
か
っ
た
が
、
結
果
こ
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
。

釈
文　

上
家
畜
一
豕
一
狗
鶏
一
雄
雌
諸
以
令
（「
銀
雀
山
漢
簡
」
守
法
守
令
等

十
三
篇
の
一
節
）

サ
イ
ズ　

一
六
〇
×
四
〇
㎝
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上
家
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一
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鶏
一
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以
令




